
別紙２ 
【大学・地域共創プラットフォーム香川】 

 
令和６年度第１回総会（書面審議）に係る議案説明および報告 
 

議題 
 
１. 令和５年度事業実施報告（案）について（資料１－１～資料１－３） 

令和５年度実施事業及び取組項目は資料１－１、１－２のとおりである。共創推進強化

事業計３事業、進学・教育部会計 11事業、就職・産業振興部会計７事業、地域活性化部会

計４事業を実施し、合計 25事業を実施した。 

また、大学・地域共創プラットフォーム香川産学官共創チャレンジ支援補助金により人

材の育成・定着及び人材が活躍する場の形成を目的に、産学官が連携・共創し、地域課題

の解決に挑戦する取組みに対して補助金を交付した。令和５年度は 10件を採択したところ

であり、詳細は資料１－３のとおりである。 
令和５年度における成果としては、次の２点が挙げられる。 
①地域の住民を対象にした地域共創タウンミーティングや高校生等の保護者を対象とし

て県内大学等の魅力を発信する高大連携キャリアデザイン研修など、新たに 10事業を

展開した。 
②大学・地域共創プラットフォーム香川産学官共創チャレンジ支援補助金により、産学

官の新たな連携を創出することができた。 
本案についてご審議いただきたい。 

 

２．令和５年度収支決算報告（案）について（資料２） 

     令和５年度収支決算は資料２のとおりである。収入の部は、前年度繰越額 1,239,795円、

35 機関からの会費収入 8,100,000 円、県補助金（産学官共創チャレンジ支援補助金）

11,247,000 円、預金利息 51円の合計で 20,586,846円であった。支出の部については、事

業費と事務費、事業費（県補助対象）に区分した。事業費については、デジタルキャンパ

スガイド作成、企業向けアンケート調査、産学官連携交流会開催費などとして 4,014,924

円。事務費については、事務局運営費として、事務局専任職員の人件費、ホームページ更

新費、通信費などとして 4,293,583円であった。また、事業費（県補助対象）については、

補助金精算額として 11,247,000 円を計上し、支出の部の合計は 20,586,846 円であった。

次年度繰越額は、1,031,339 円である。 

なお、監事の香川県商工会議所連合会及び高松市による会計監査を受け、適切に処理さ

れていることが認められている。本案についてご審議いただきたい。 

 
３．次期中長期計画（2024年度～2028 年度）について～高等教育機関を基点とした地域の活性化

～（資料３） 

    「私立大学等改革総合支援事業」は、私立大学・短大を対象とする文部科学省の補助事

業である。本補助事業には４つの申請類型があり、その一つが「地域社会の発展への貢献

（プラットフォーム型）」である。本補助事業の申請要件として、私立大学・短大が所属す

る地域連携プラットフォームにおいて、高等教育機関を基点とした中長期計画が策定され

ていることが要件となっている。 

2022 年度及び 2023 年度における「旧大学コンソーシアム香川中長期計画（2019 年度～

2023年度）」の暫定的な使用について、令和４年度第１回総会において承認をいただいたと

ころであるが、当該計画期間が 2023 年度で満了することから、私立大学等改革総合支援事

業の要件を満たすため、次期中長期計画を策定する必要がある。 
本中長期計画はこれまで同様、高等教育機関が関係する事項についての計画である。本

案についてご審議いただきたい。 
 
 



４．規約改正について（資料４－１、資料４－２） 
   私立大学等改革総合支援事業では、地域連携プラットフォームの選定要件として、中長期

計画の策定と中長期計画の実施状況について評価することが求められている。 

   現行の規約第 12条第１項では「中長期計画の企画・立案に関すること」を運営委員会の役

割として定めているが、新たに「評価に関すること」を役割に加えることとし、規約改正を

行うものである。本案についてご審議いただきたい。 

 
報告 
 
１．令和５年度事業達成評価について（資料５） 

   私立大学等改革総合支援事業の要件を満たすために、「旧大学コンソーシアム香川中長期計

画（2019 年度～2023 年度）」の実施状況について評価を行う必要がある。当該計画の取組内

容に該当する事業を抜き出して、令和５年度の実施内容を基に各部会において自己評価を行

い、３部会合同連絡会において内容を取りまとめた。「当初の計画をほぼ実行できているが、

一部に遅延、未達等の取組があり、目標の達成に継続した努力が必要である」と判断し、総

合的に B 評価とした。本評価については、令和６年度第１回運営委員会で承認をいただいた

ところであり、報告するものである。 

 

２．令和６年度大学・地域共創プラットフォーム香川産学官共創チャレンジ支援補助金について

（資料６） 

   令和６年度大学・地域共創プラットフォーム香川産学官共創チャレンジ支援補助金につい

て、30 件の応募があり、17 件を採択した。（交付決定総額 3,000 万円）各事業の具体的な内

容は、資料６のとおりである。 

 

３．令和６年度名義使用の許諾について（資料７） 

   後援及び共催名義の使用について、６件の申請があり、許諾を行った。（後援名義使用：５

件、共催名義使用１件）内容については資料７のとおりである。 
 


